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会議次第 

１ 小金井市奨学資金運営委員会委員の委嘱について 

２ 庶務課長挨拶 

３ 議事 

 ⑴ 小金井市奨学資金運営委員会委員長の互選について 

⑵ 小金井市奨学資金運営委員会委員長職務代理者の互 

選について 

⑶ 諮問 

 ⑷ 令和３年度奨学生及び奨学資金の運営状況について 

 ⑸ 令和４年度奨学生選考基準の決定、支給額及び人数等 

について 

４ その他 

会議結果 

⑴ 小金井市奨学資金運営委員会委員長の互選について 

  福元委員が選出された。 

⑵ 小金井市奨学資金運営委員会委員長職務代理者の互選 

について 



  末松委員が選出された。 

⑶ 諮問 

⑷ 令和３年度奨学生及び奨学資金の運営状況について事

務局より報告 

⑸ 令和４年度奨学生選考基準の決定、支給額及び人数等に

ついて 

ア 選考基準については、「令和４度奨学生選考基準」の 

とおりとする。 

 イ 支給額及び人数等について 

  高校生及び高等専門学校生（１～３年生）   

   選定人数は、３０人とする。 

   金額は、月額５，３００円とする。 

 ウ 大学生及び高等専門学校生（４・５年生） 

選定人数は、５人とする。 

金額は、月額１２，２００円とする。 

⑹ 委員意見等 

・自治体が貸付型ではなく給付型をする意味は、所得によ

る前提条件をなるべく平等・公平にしてあげることにあ

るのではないか。 
・小金井の自慢できる制度の一つである奨学金を今後どの

ように周知していくか。 

・給付型は、本来、国が責任を持つべき話である。給付型

の場合、他の制度と兼用ができない制度であるため、ア

ピールしすぎてしまうとぱっと飛びついてしまった人

が３年間縛られてしまい、他の制度による奨学金がもら

えなくなってしまうこともある。 

・周知の仕方やフォローの仕方は、委員の意見を参考にし

ながらこれまでと同様の内容で進めていくことで決定

する。 

提出資料 

１ 小金井市奨学資金運営委員会委員名簿 

２ 小金井市奨学資金支給制度の概要（令和３年度） 

３ 令和３年度２６市奨学資金制度について 

４ 過去１０年の小金井市奨学資金支給状況 

５ 都立高等学校授業料の推移 

６ 令和４年度奨学生選考基準 

７ 令和４年度奨学資金の選考基準、支給額及び人数等につ 



いて 

８ 過去３年の奨学資金制度の改正点 

９ 令和４年度予算編成方針 

10 （参考資料）小金井市奨学資金支給条例 

11 （参考資料）小金井市奨学資金支給条例施行規則 

12 （別紙）高校へ行くための奨学金・貸付金・助成金の制 

度一覧 

 

 


